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5． 研究責任者 氏名 小林　恒 所属 歯科口腔外科学講座

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）
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9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　0172-39-5126 FAX 　0172-39-5128

データは匿名化（氏名等を削除し，この研究のための識別符号を付与）さ
れ, 本院の研究責任者である小林恒のスタンドアローンのパソコン中に保
管・管理し，個人情報の保護には十分に留意します。

弘前大学大学院医学研究科歯科口腔外科学講座　教授　小林　恒

診療記録から口腔がんに対して化学放射線治療を行った症例を選び口
腔粘膜炎が発症した際の経口摂取が出来ない期間に関する情報を収集
します。そして経口摂取出来なくなるまでの期間，経口摂取不能期間，口
腔粘膜炎の緩和のために使用した鎮痛剤の量のそれぞれの相関関係を
調査します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

放射線性口腔粘膜炎評価のための新規パラメーターの開発

当科で2003年1月1日から2018年3月31日までに化学放射線治療を行った
口腔がんの患者様

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

歯科口腔外科

口腔粘膜炎の重症度を詳細に評価することで化学放射線治療による副
作用の予防法を比較検討できるようになると思われます。

現在，化学放射線治療の副作用としての口腔粘膜炎は「有害事象共通用
語基準」により評価されています。しかし，口腔がんの治療の場合には口
腔粘膜炎はほぼ全例同じく評価されるため，重症度を比較することは不
可能でした。そこで新たに口腔粘膜炎の評価法を開発します。

利益相反はありません。

なし


